
出所:Morningstar Directのデータを用いてBNPパリバ・アセットマネジメント(株)が作成
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図表１ ETF除く追加型株式投信の投資対象別 純設定額の推移（半年ごと） 

図表２ ETF除く追加型株式投信の投資対象別 純資産残⾼の推移（半年ごと）

2026年上期（1-6月）の株式相場は、米国と
イランの紛争をめぐる懸念などから大きく下落
する場面もありましたが、極めて堅調な動きと
なりました。日経平均株価は過去最高値の更新を
続け、半年間で39.2%の上昇となりました。米国
株式は、NYダウ指数8.9%、米S&P500指数9.6%、
米ナスダック総合指数は12.8%の上昇となって
いますが、1-3月は3月の急落でマイナスに転じ
ており、4-6月はいずれも2ケタの上昇を記録し
ています。投資信託市場も活況が続いており、
今年1月に2.8兆円と月間で過去最高となる資金
流入額を記録した後、6月にも2.6兆円と過去2番
目の流入額となりました。その結果、上期の資
金流入額は半年間としては過去最高となる12.5
兆円に達しています（図表1参照）。 

以下、個人投資家の動きを反映
す る と 言 わ れ る 上 場 投 資 信 託
（ETF）を除く追加型株式投信に
ついて、半年ごとの残高・資金フ
ローを見ていきましょう（残高は
図表2参照）。投資信託評価を手掛
けるモーニングスターのデータに
よれば、6月末時点の残高は206.7
兆円と、この半年間で32.7兆円の
大幅な増加を記録し、過去最高残
高を更新しています。ただし、こ
の期間の資金流入額が12.5兆円だ
ったことを踏まえると、残高増加
に大きく寄与したのは、市場要因
であったことが分かります。

残高の内訳をみると、外国株式
型が全体の約60%を占める123.4
兆円、次いで国内株式型が13%を
占める27.7兆円となっています。3
番目に大きいのはアロケーション
型で、全体の11%にあたる23.5兆
円となっており、この3つの分類
で84%に達しています。個人投資
家が株式に投資する手段として投
資信託を積極的に活用し、その残

高が値上がり・資金流入によって大きく増加し
ていることがうかがえます。 

続いて、過去最高の12.5兆円を記録した上期
の資金フローの内訳も見ておきましょう。グラ
フの期間では、新NISA開始直後の24年上期に記
録した8.6兆円が最も大きい金額ですが、投資信
託協会のデータによれば、6カ月ごとの資金流
入額としては07年上期の資金流入額8.7兆円が
過去最大となっていましたので、これと比べて
も大幅な記録更新となりました。投資対象のタ
イプ別に見ると、26年上期は外国株式型への資
金流入が8.6兆円と圧倒的な大きさで、次いで国
内株式型が1.6兆円程度となるなど、株式相場の
好調を背景に引き続き株式型（外国株式型と国
内株式型）に資金流入が集中し、これにアロケ
ーション型が1.2兆円で続いています。個別ファ
ンドで見ると、上位2ファンドの低コストのイ
ンデックスファンドへの資金流入額が計3.4兆
円程度と圧倒的な大きさとなっています。この
あたりは、積立投資の普及なども背景に新NISA
以降の一貫したトレンドとなっており、変動の
大きい市場環境において強みを発揮していると
言えそうです。
（執筆：BNPパリバ・アセットマネジメント 

 マーケティング部 部⻑ 藤原延介） 
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